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甘樫丘東麓遺跡の調査　2012 ～ 2013
◆甘樫丘は、飛鳥川の西岸に位置する標高 145m ほどの丘陵で

す。『日本書紀』には、皇極天皇３年（644) に蘇我蝦夷・入

鹿親子の邸宅が営まれたことが記されています。

◆これまで奈良文化財研究所では、丘陵東麓の南東に向かって

開く谷の一つで、継続的な調査をおこなってきました。その

結果、7 世紀前半から 8 世紀初頭にかけ、大規模な造成をお

こない、石垣や塀、建物などを設けたことが明らかになって

います。

◆今回の調査区は、これまでの調査区の北東に位置します。こ

の谷での調査は今回が初めてで、遺構の有無と、甘樫丘東麓

全体での土地利用のあり方の解明を目的としています。調査

区は A・B・C 区の 3 つを設定し、面積は合計で 1038 ㎡です。

A・B 区はすでに調査を終了し、C 区は 2013 年 1 月から調

査を開始し、現在も継続中です。

◆ A・B 区では、後世の削平などにより、古代の遺構は確認で

きませんでした。C 区では、斜面を削り谷を埋めて広い平坦

面を造り、建物を建て、溝を造るなどして利用してきたこと

が明らかになりました。これらの建物や溝は 7 世紀中頃をあ

まり降らない時期に廃絶し、利用されなくなったようです。

◆これまでの調査成果と合わせると、7 世紀代の甘樫丘では、

広範囲にわたって大規模な造成をともなう開発がなされてい

た可能性が高まりました。今後の調査の進展が期待されます。


